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第 3 号
議　 案

令和３年度ふじみ野市一般会計補
正予算（第 13 号）

可
決〇〇〇〇議

長〇〇〇×××××〇〇〇〇〇〇〇〇

第 13 号 
議　 案

ふじみ野市立鶴ケ岡コミュニティ
センター条例

可
決〇〇〇〇議

長〇〇〇×××××〇〇〇〇××〇〇

第 17 号 
議　 案

ふじみ野市立文化施設条例の一部
を改正する条例

可
決〇〇〇〇議

長〇〇〇×××××〇〇〇〇〇〇〇〇

第 22 号 
議　 案

ふじみ野市立公民館条例の一部を
改正する条例

可
決〇〇〇〇議

長〇〇〇×××××〇〇〇〇〇〇〇〇

第 23 号 
議　 案

ふじみ野市資料館条例の一部を改
正する条例

可
決〇〇〇〇議

長〇〇〇×××××〇〇〇〇〇〇〇〇

第 24 号 
議　 案

令和４年度ふじみ野市一般会計予
算

可
決〇〇〇〇議

長〇〇〇×××××〇〇〇〇〇〇〇〇

第 27 号 
議　 案

令和４年度ふじみ野市後期高齢者
医療事業特別会計予算

可
決〇〇〇〇議

長〇〇〇×××××〇〇欠
席〇〇〇〇〇
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コロナ後の希望が持てる社会の実現

市民サービスの増進効果に期待

変化する社会情勢へ適応する予算編成

財源活かし市独自の施策展開を

市税増加だが倒産増にも注意を

青藍会　大築守 議員

公明党　島田和泉 議員

会派外の議員　金濵高顕 議員

日本共産党　塚越洋一 議員

会派外の議員　民部佳代 議員
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令和４年度  一般会計予算討論
賛成多数で可決

　本予算は、過去最大の約 430 億 5900 万円の予算
となった。
　歳入では、コロナ前の水準に戻り、市税が過去最大
の約165億5800万円が計上された。歳出では、（仮称）
西地域文化施設整備や今後の老朽化した施設の維持管
理更新を見据えた公共施設包括管理業務委託の債務負
担行為も提案された。
　新型コロナウイルス感染症防止対策を継続しつつ、
コロナ後の希望が持てる社会の実現に向け、政策の推
進を期待する。

　当初予算は、歳入を見ると自主財源が 220 億 2442
万６千円（51.15％）、依存財源が 210 億 3416 万１千
円（48.85％）で自主財源比率は昨年度より上昇した。
　歳出では、（仮称）西地域文化施設整備工事、パー
トナーシップ宣誓制度導入、文化芸術企画提案型事業、
重層的支援体制整備事業、産婦健康診査費用の補助な
ど、多様な施策が新規事業として予算措置されている。
　これらの事業効果が市民サービス向上につながるも
のと期待している。

　一般会計の当初予算として最大となる約 430 億
5900 万円の予算規模となった。新型コロナウイルス
感染症による危機を乗り越え、また社会情勢に適応す
るためのデジタルトランスフォーメーションの推進な
ど、明確な姿勢が示される適正な予算編成と判断した。
　一方で新たに施行される「ふじみ野市中小企業及び
小規模企業振興基本条例」について予算措置がなかっ
たことは残念であるが、議会提案で成立した条例であ
るので、まずは議会が先頭に立ってこの条例に息を吹
き込み、将来的に積極的な予算措置を期待したい。

　コロナ禍が続く中、市独自の創意工夫と、ふじみ野
市としての積極的な施策展開が当初予算の太い柱に
なっていない。
　市民一人ひとりの命と暮らしを守ることを中心に据
えたしなやかで強力な施策展開、恵まれた財源を生か
した予算編成に切り替えることを求める。
　営利企業への指定管理業務など行き過ぎた民営化
は、予算積算実務の空洞化や災害時の危機管理など、
行政組織の脆弱化という問題を抱えたままの予算であ
ることを指摘する。

　経済回復により市税は増加見込みで安心した。ただ
し、今後はコロナ対策の特例貸付の返済で倒産が増え
る可能性もあり留意してほしい。
　新規文化振興事業が予算化されたことは評価する
が、事業が年度末に集中しており運営を見直すべき。
　市議会が振興条例を制定したが小規模企業への支援
が予算化されなかった。調査だけでなく具体的支援を。
　市の施設となる児童発育・発達支援センターは現行
の手厚い人員配置を維持できる予算と評価する。

議案番号 議案名 議決結果 議案番号 議案名 議決結果
第 1 号 
議　 案

専決処分の承認を求めることについて（令和３
年度ふじみ野市一般会計補正予算（第 11 号）） 承　認 第 25 号 

議　 案
令和４年度ふじみ野市国民健康保険特別
会計予算 可　決

第 2 号 
議　 案

専決処分の承認を求めることについて（令和３
年度ふじみ野市一般会計補正予算（第 12 号）） 承　認 第 26 号 

議　 案
令和４年度ふじみ野市介護保険特別会計
予算 可　決

第 4 号 
議　 案

令和３年度ふじみ野市国民健康保険特別
会計補正予算（第４号） 可　決 第 28 号 

議　 案 令和４年度ふじみ野市水道事業会計予算 可　決

第 5 号 
議　 案

令和３年度ふじみ野市介護保険特別会計
補正予算 ( 第３号 ) 可　決 第 29 号 

議　 案
令和４年度ふじみ野市下水道事業会計予
算 可　決

第 6 号 
議　 案

令和３年度ふじみ野市後期高齢者医療事
業特別会計補正予算（第２号） 可　決 第 30 号 

議　 案
埼玉県市町村総合事務組合の規約変更に
ついて 可　決

第 7 号 
議　 案

ふじみ野市職員の修学部分休業に関する
条例 可　決 第 31 号 

議　 案 ふじみ野市道路線の変更について 可　決

第 8 号 
議　 案

ふじみ野市職員の高齢者部分休業に関す
る条例 可　決 第 32 号 

議　 案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 9 号 
議　 案

ふじみ野市職員の自己啓発等休業に関す
る条例 可　決 第 33 号 

議　 案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決

第 10 号 
議　 案

ふじみ野市職員の配偶者同行休業に関す
る条例 可　決 第 34 号 

議　 案 副市長の選任について 同　意

第 11 号 
議　 案 ふじみ野市こどもの未来を育む条例 可　決 第 35 号 

議　 案 教育委員会委員の任命について 同　意

第 12 号 
議　 案 ふじみ野市立市民交流プラザ条例 可　決 第 36 号 

議　 案 監査委員の選任について 同　意

第 14 号 
議　 案

ふじみ野市手数料条例の一部を改正する
条例 可　決 第 37 号 

議　 案
固定資産評価審査委員会委員の選任につ
いて 同　意

第 15 号 
議　 案

ふじみ野市職員の勤務時間、休日及び休暇
に関する条例及びふじみ野市職員の育児休
業等に関する条例の一部を改正する条例

可　決
第 38 ～
　 51 号
議　　案

農業委員会委員の任命について
※紙面の都合上、14 件の議案を合わせて掲載
　しています。

同　意

第 16 号 
議　 案

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可　決 第 52 号 

議　 案
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見
を求めることについて 同　意

第 18 号 
議　 案

ふじみ野市ひとり親家庭等医療費の支給
に関する条例等の一部を改正する条例 可　決 第 53 号 

議　 案
ふじみ野市立放課後児童クラブの指定管
理者の指定について 可　決

第 19 号 
議　 案

ふじみ野市立放課後児童クラブ条例の一
部を改正する条例 可　決 第 54 号 

議　 案
ふじみ野市地域福祉計画審議会条例の一
部を改正する条例 可　決

第 20 号 
議　 案

ふじみ野市教育相談室設置条例の一部を
改正する条例 可　決 議第 1 号 

議 案
ロシア連邦によるウクライナ共和国への
侵略を強く非難する決議 可　決

第 21 号 
議　 案

ふじみ野市立図書館条例の一部を改正す
る条例 可　決 議第 2 号 

議　 案
介護職員の処遇改善に関する手続きの簡
素化と対象職種の拡大を求める意見書 可　決

※議長は採決に加わっていません。

〇：賛成　　×：反対

令和４年第１回定例会の提出議案と審議結果
●全会一致で可決した議案

●賛否が分かれた議案




